
英名 calcium silicate lagging material


和名

①個別データシート

けい酸カルシウム保温材整理番号: JP315035

種類 製品

分類 窯業・土石製品

けい酸カルシウム保温材の製造

材料の投入～調合・製造～包装
主要原材料：生石灰、シリカ、ガラス繊維、ケイ酸ソーダ
主要産出物：けい酸カルシウム保温材
運搬は範囲外
製品１ｍ３に対し、材料の投入は１３０．３ｋｇであり、比重は０．１３である。

(独) 産業技術総合研究所による調査（2001）

・技術記述子

・情報源

・技術の内容と機能

・データ作成者コメント

産業技術総合研究所による調査、主な出典はせんい強化セメント板協会の提供データ。これよりエネルギー、原材料、水、製品、排出
物の原単位を算出した。

・適用範囲

シリカ、生石灰などを原材料として投入し、けい酸カルシウム保温材を製造する。
製品の単位はｍ3であり、比重0.13である。よってデータは製品130ｋｇのものである。

・システム境界

資源採取から製品の製造までを範囲とする。製品の日本国内における輸送を含まない。包装材を含まない。輸送のための梱包材を含ま
ない。排水処理を含まない。産廃処理を含まない。

・配分

共製品はなく配分なし。

・GHG排出量の要因

主なGHG排出源は、電力,系統電力(電力)由来のCO2(化石資源由来）、生石灰由来のCO2(化石資源由来）、ガラス短繊維、同製
品(ガラス繊維)由来のCO2(化石資源由来）、である。

・情報源分類 その他調査データ

 kg-CO2e/m32.86E+02・GHG排出量



区分 フロー区分 品目名 数値 単位 備考

②入出力データ

連鎖した品目名
公開整
理番号

JP120001ユーティリティ 中間フロー 入力 電力 2.59E+02 kWh電力,公共

JP323001ユーティリティ 中間フロー 入力 水 7.50E+01 m3上水道

資源/原材料 中間フロー 入力 ケイ酸ソーダ 3.00E+00 kgけい酸ナトリウム

資源/原材料 中間フロー 入力 シリカ 4.75E+01 kgその他の他に分類さ
れない無機化学工業
製品

JP315006資源/原材料 中間フロー 入力 ガラス繊維 1.50E+01 kgガラス短繊維、同製品
JP315031資源/原材料 中間フロー 入力 生石灰 6.48E+01 kg生石灰

水圏排出物 基本フロー 出力 処理済水 7.59E+01 kg

廃棄物 中間フロー 出力 飛散塵埃等 7.50E-01 kg*ばいじん

JP315035製品 中間フロー 出力 ケイ酸カルシウム保
温材

1.00E+00 m3けい酸カルシウム保
温材


